
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

 

 新年あけましておめでとうございます。 

 昨年はコロナ禍で大変な中、感染症予防のご支援をはじめ、教育活動に変わらぬご協力を

いただき誠にありがとうございました。 

 ３学期の始業式では、困難な時にはしっかり根を張る努力をし、未来に大きな夢を咲かせ

よう、と話しました。生徒の学びと進路実現を保障する学校であるよう努めてまいります。 

 皆様におかれましても、本年がお健やかで実り多い年となりますようお祈りいたします。

本年も引き続き、本校の教育活動にご支援をいただきますようお願いいたします。 

 丸山知事は、飯南町訪問の一環として飯南高校

に来校され、山根成二島根県議員や、山碕英樹町

長と共に月根尾寮の視察や、生徒との意見交換会

に参加されました。 

生徒代表として、前生徒会長の岡夢乃さん、前

生徒会副会長の花田圭佑さん、現生徒会長の藤原

寿人さんが、飯南高校を選んだきっかけや学校生

活の様子、卒業後の進路について話をしました。

町内出身、県外出身の生徒のどちらからも、飯南

高校の特長に加え、地域の方への感謝の気持ちや、

地域に貢献していきたいという思いが語られまし

た。県外寮生は、ホストファミリーの方や生命地

域ラボの活動のおかげで、地域の方と関わる機会

が多く、地元ではできない体験をたくさんさせて

もらえることが、飯南町や飯南高校の持ち味だと

話していました。 

 話を聞いた丸山知事は、「学校の努力と、地域の

力が合わさって、飯南高校の魅力が作られている

ことが分かった」とおっしゃっていました。また、

医療系の職種を目指す３人には、「コロナ禍の中、

医療を支える人材を目指しておられることは飯南

町や島根県にとって大変ありがたい。志を強く持

ち、社会人として島根の地で活躍できるよう、頑

張ってほしい」と励ましの言葉をもらいました。

生徒にとって、とても貴重な時間となりました。

ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月に行った中間発表会から約２か月、生徒

は、様々な企画やアンケートを行うなど意欲的に取

り組んできました。外部の方と関わり、協力しても

らうことで、地域について更に深く知る機会となり

ました。これらのことは最終発表の中で取り入れら

れており、講評していただいた島根大学教育学部の

作野先生から「提案で終わるのではなく、実践を伴

った発表であった」と評価していただきました。そ

れは、「高校生として何ができるのかを考え、主体

的に行動していた」点や、発表後に質問がたくさん

出ていた様子から、「チーム（地域・生徒間など）で

意見が出し合える関係作りができている」証だとお

っしゃっていました。この課題研究や最終発表会

は、地域の方の協力があったからこそできたことで

ある、と改めて感じました。 

少年野球教室を行いました 

 飯南町スポーツ少年団『飯南ワイルドボアーズ』の小学生を招

いて、野球教室を開きました。自己紹介をした後、一緒にキャッ

チボールや守備練習、バッティング等を行いました。部長の上田

荘也さんは、「自分が小学生の頃を思い出し、初心に帰ることが

できた。素直に話を聞いてくれ、自分の知っている技術を教える

のがとても楽しかった。野球をまた違った視点から見ることがで

きたし、小学生保護者の方から高校野球を応援しているという言

葉をいただき、高校生にとっても良い時間となった」と話してい

ました。 

前ページの課題研究最終発表会の後、発表を見た

２年１組の生徒が、どの班の発表が一番良いと感じ

たか模擬投票を行いました。選挙で使う本物の記載

台と投票箱をお借りし、投 

票用紙を使って、本番さな 

がらに行いました。来年度 

１８歳となり、選挙権を得 

る生徒にとって、選挙を身 

近に感じる良い機会になっ 

たのではないでしょうか。 

課題研究が始まる前、３年１組の生徒は【個人目

標シート】を記入しました。課題解決への明確な目

標を持ち、研究を通して自分が身につけたい力を培

うためです。 

発表後、この課題研究を通してどのような力がつ

いたのかを振り返りました。それぞれが自分の発信

力、会話力、伝え方など、今まで苦手だと感じてい

たことに自信がついたと書いており、一人一人が身

につけたい力の向上を実感することができました。 

最終発表会では、他の班の発表を見ることで、飯

南町の魅力、違う視点での問題点や解決方法、自分

達の班に足りなかった所（発表の仕方やパワーポイ

ントの作り方等）を感じた生徒が多く、クラス全体

で高め合える研究発表になりました。 

第１９回島根県高等学校学年別テニス大会 

【２年生女子シングルス】 

岩本  遥  

塚本 真央  

三嶋 祐紀  

【１年生女子シングルス】 

 安部 千桜  

 上田 詩乃  

 
他の班の発表を聞き、飯南町の知らない場所や制

度を知ることができ、課題と同時に飯南町の魅力も

感じることができた。 

 
将来、人前で話したりすることが多い職業を目指

しているので、この生命地域学での経験は活かして

いけると思う。 

 
他の班の発表を見て、ただ発表するだけではな

く、見ている側にどれだけしっかりと伝えられるか

が大切なのだと感じた。どの班も地域と協力して活

動することで、地域の課題をはっきりと知ることが

できた。課題解決のために行動を継続し、発展に繋

げていきたいと思った。 

 
自分達が思いつかなかった飯南町の問題などを

他のグループが発見し発表していて、知識が増え、

学ぶことができ、３年間の中で印象に残る授業とな

った。 

 
普段見ることができない地域の活動や、現状を知

ることができ、それについて深く考えることで飯南

町をもっと知ることができた。いつもとは違う観点

から飯南町を見たり、発表を通して色々な人の考え

を聞いたりしたことでたくさんの気付きがあり、自

分の視野を広げることができた。 

そして、会場にいた皆さんの評価点と今回の投票

結果をもとに、一番いい評価を受けた４班【飯南狩人

～ハンターを増やそう作戦～】が１月２９日に行わ

れる「ふるさとシンポジウム」で発表します。４班の

生徒たちは、ふるさとシンポジウムに向けて「発表を

さらに詳しく、分かりやすい内容にしていきたい」と

意欲を高めていました。小中学生と共に、飯南町につ

いて深く考える時間にしたいと思います。 

 ３年１組の生徒は、６月から生命地域学の集大成である課題研究を進めてきました。「主体的に課題を見つけ、

様々な他者と協働しながら、答えのない課題に粘り強く向かっていく力」を培うために、６班に分かれ『自らの

進路に関わる地域課題の解決』を目指しました。 

 
飯南高校への入学者数を増やすため、現役高校生

の目線で飯南高校の魅力が伝わる Ｐ Ｖ
プロモーションビデオ

を作

製。来年度の学校説明会等での上映や飯南高校

Ｈ Ｐ
ホームページ

への掲載を目指す。 

 飯南町の特産品であるヤマメのおいしさに気づい

てもらうために、町内で新しい調理方法を定着させ

ようと、レシピを考案。町内の小中学校に配布。 

 「施設の方々の活動をもっとたくさんの人に知っ

てもらいたい！」と考え、ミエルさんに協力してい

ただき、あゆみの杜の入所者の方の作品（塗り絵）

とパンを組み合わせた商品の販売を実現。 

 
６５歳以上の方を対象に交流会を開催し、脳トレ

クイズを行ったり、アルツハイマー型認知症予防効

果のある成分を多く含んだおからを使ったお菓子を

食べてもらったりする。 

 鳥獣害対策の一環として、猟友会のことを多くの

人に知ってもらおうと【飯南狩人集会所】というホ

ームページを作製。※飯南高校ホームページから見

ることができます。ぜひご覧ください！ 

 けが、病気になりにくい身体作りをするため、若

い世代の方に運動習慣をつけてもらおうと、体力テ

ストを実施。自分自身の体力の現状を知ってもらう。 



壮行式を行いました 

年明けすぐに大会を控えているスキー部の壮行式を行

いました。例年のように応援委員から大きな声でエール

を送ることはできませんでしたが、校長、生徒会長から

激励の言葉が送られました。部長の稲田大和さんは、「練

習の成果を精一杯発揮してきたい」と話していました。 

 
第７０回全国高等学校スキー大会島根県予選会 

＜アルペン＞ 場所：琴引フォレストパーク 

【男子大回転・回転】２名出場 

【女子大回転】１名出場 梅木 結花 

【女子 回転】３名出場 梅木 結花 

            佐藤 汐音 

＜クロスカントリー＞ 場所：芸北国際スキー場 

【男子クラシカル】１名出場 森口 慎太 

【女子クラシカル】１名出場 福間 青空 

【男子フリー】１名出場 森口 慎太 

【女子フリー】１名出場 福間 青空 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾１月号 令和３年１月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

 

２月 １日（月）人権週間（～５日） 

３日（水）人権教育ＬＨＲ 

９日（火）学校生活に関するアンケート 

１０日（水）木曜日の時間割 

１５日（月）１・２年生試験発表 

２２日（月）１・２年生学年末試験（～２６日） 
  

３月 １日（月）３年生を送る会・鵬雲会入会式 

２日（火）卒業式 

４日（木）高校入試学力検査日（～５日） 

       生徒は特別休業日（～５日） 
 

 ※年度当初の予定から変更になっています。 

今後も変更になる可能性があります。 

第４４回全日本アンサンブルコンテスト島根県大会 

【管打七重奏】「マカーム・ダンス」 

第４４回全国高等学校選抜ハンドボール大会県予選 

【１回戦】飯南 １２－１８ 松江工業 

令和２年度島根県高等学校バレーボール新人大会 

【１回戦】飯南 ２－０ 出雲西 

【２回戦】飯南 ０－２ 松江女子 

三校合同クリスマスコンサート 

各校の演奏に加え、赤来中学校、頓原中学校、飯南高

校の合同演奏を聞いていただきました。たくさんの拍手

を送っていただき、ありがとうございました！ 


